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本
書
は
『
住
友
史
料
館
報
』
第
五
十
号
発
行
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ
た
論
文
集
で

あ
る
。
住
友
史
料
館
は
、
二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
四
年
に
約
四
〇
〇
年
に
わ
た
る
住

友
の
歴
史
を
平
易
に
ま
と
め
た
朝
尾
直
弘
監
修
・
住
友
史
料
館
編
集
『
住
友
の
歴
史
』

上
・
下
巻
（
思
文
閣
出
版
）
を
発
表
し
て
い
る
。
同
書
下
巻
の
「
お
わ
り
に
」
に
お

い
て
、
明
治
期
以
降
の
「
本
格
的
な
研
究
は
、
史
料
の
収
集
・
整
理
を
含
め
、
将
来

の
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
お
り
、
本
書
の
刊
行
は
、「
住
友

近
代
史
」
研
究
の
あ
ら
た
な
第
一
歩
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
い
え
る
。
構

成
は
以
下
の
と
お
り
。

は
じ
め
に　

三
井
・
三
菱
、
そ
し
て
住
友
（
下
谷
政
弘
）

第
一
章　

近
代
住
友
の
企
業
統
治
と
総
理
事
（
末
岡
照
啓
）

第
二
章　

戦
前
昭
和
期
の
住
友
別
子
鉱
山
株
式
会
社
（
渡
邊
純
子
）

第
三
章　

住
友
の
本
社
組
織
と
連
系
会
社
（
下
谷
政
弘
）

第
四
章　

住
友
本
社
の
販
売
店
―
戦
時
期
を
中
心
に
―
（
牧
知
宏
）

第
五
章　

関
東
大
震
災
と
住
友
（
海
原
亮
）

第
六
章　

明
治
期
住
友
の
並
合
業
（
佐
藤
秀
昭
）

第
七
章　

明
治
期
の
住
友
銀
行
と
銀
行
組
合
（
安
国
良
一
）

ま
ず
、「
は
じ
め
に
」（
下
谷
政
弘
）
で
は
、
三
井
・
三
菱
・
住
友
の
三
大
財
閥
の

う
ち
、
住
友
財
閥
の
研
究
が
「
取
り
残
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

住
友
と
い
う
事
業
体
が
三
井
と
三
菱
で
描
か
れ
て
き
た
「
財
閥
モ
デ
ル
」
の
な
か
に

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
何
が
異
な
る
の
か
を
検
討
す
る
と
い
う
目
的
を
掲
げ

る
。
本
書
の
特
徴
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
共
有
し
つ
つ
、
住
友
史
料
館
に
関
係

す
る
研
究
者
た
ち
が
、
住
友
の
事
業
史
を
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
そ
っ
て
自
由
に
論
じ

た
点
に
あ
る
。

以
下
、
各
章
の
内
容
紹
介
と
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
行
う
。

第
一
章
（
末
岡
照
啓
）
は
、
財
閥
に
お
け
る
所
有
と
経
営
の
問
題
に
つ
い
て
、
森

川
英
正
氏
の
提
示
し
た
三
分
類
を
挙
げ
、
三
井
を
創
業
家
と
専
門
経
営
者
の
「
実
権

分
有
型
」、
三
菱
を
創
業
家
の
「
同
族
陣
頭
指
揮
型
」、
住
友
を
創
業
家
の
「
経
営
者

委
任
型
」
と
し
、
住
友
の
経
営
の
実
権
が
総
理
事
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
本
章

木

庭

俊

彦

【
書
評
】
下
谷
政
弘
監
修
・
住
友
史
料
館
編 

『
住
友
近
代
史
の
研
究
』
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で
は
、
明
治
初
期
か
ら
敗
戦
時
ま
で
の
住
友
の
意
思
決
定
の
あ
り
方
が
手
際
よ
く
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
上
記
の
三
つ
の
分
類
に
も
と
づ
い
て
、
住
友
の
特
徴
を

強
調
す
る
指
摘
に
は
疑
問
が
残
る
。
家
長
で
あ
る
住
友
友
純
が
、
人
事
や
事
業
に
関

す
る
重
要
な
意
思
決
定
に
関
与
し
て
い
た
事
例
は
い
く
つ
か
の
研
究
で
挙
げ
ら
れ
て

お
り（
１
）、
専
門
経
営
者
は
事
業
経
営
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
同
族
の
発
言

権
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
住
友

財
閥
は
他
の
財
閥
と
共
通
し
た
特
徴
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
２
）。

三
井
高
棟
と

團
琢
磨
、
住
友
友
純
と
鈴
木
馬
左
也
（
な
ど
総
理
事
）
が
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い

た
よ
う
に
、
専
門
経
営
者
の
強
い
権
限
は
同
族
の
ト
ッ
プ
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
捉

え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
み
る
と
、
友
成
が
家
督
を
相
続
し

た
後
に
、
住
友
の
分
家
が
総
理
事
の
大
き
な
権
限
に
不
満
を
漏
ら
し
て
い
た
と
の
指

摘
は
興
味
深
い
。
團
琢
磨
の
死
後
（
髙
棟
引
退
後
）
に
三
井
財
閥
を
束
ね
る
こ
と
に

な
っ
た
池
田
成
彬
は
、
同
族
間
の
ま
と
め
役
と
し
て
苦
労
し
て
い
た
こ
と
を
回
顧
し

て
い
る（
３
）。
財
閥
内
外
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
同
族
ト
ッ
プ
の
退
任
に
と
も

な
っ
て
、
同
族
間
お
よ
び
同
族
と
経
営
者
と
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
動
揺
や
軋
轢
が

生
ま
れ
、
そ
れ
が
い
か
に
調
整
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。

第
二
章
（
渡
邊
純
子
）
は
、
住
友
別
子
鉱
山
の
経
営
動
向
に
つ
い
て
、
株
式
会
社

と
し
て
分
離
・
独
立
し
、
住
友
炭
礦
と
合
併
す
る
ま
で
の
一
〇
年
間
を
検
討
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
別
子
鉱
山
の
鉱
脈
が
衰
微
す
る
（「
末
期
の
経
営
」）
と
予
測
さ
れ

る
な
か
で
、
住
友
別
子
鉱
山
が
①
採
掘
・
製
錬
業
の
再
建
を
図
っ
た
こ
と
、
②
新
居

浜
築
港
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
社
会
と
の
共
存
共
栄
策
を
実
施
し
た
こ
と
を
強
調
し
、

そ
れ
が
戦
後
の
事
業
基
盤
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
。
と
り
わ
け
、
①
に
関
し
て
い
え

ば
、「
合
理
化
」
の
進
展
や
新
鉱
の
獲
得
に
よ
り
「
末
期
の
経
営
」
は
杞
憂
に
終
わ
っ

た
と
し
て
い
る
。
本
章
は
、
財
務
諸
表
を
用
い
て
経
営
実
績
を
明
ら
か
に
し
た
点
で

重
要
な
成
果
と
い
え
る
が
、
人
員
お
よ
び
給
与
の
削
減
、
労
働
時
間
の
延
長
を
「
合

理
化
」
と
捉
え
て
い
る
点
に
物
足
り
な
さ
も
感
じ
た
。
著
者
の
い
う
「
合
理
化
」
の

結
果
と
し
て
、
能
率
の
上
昇
と
生
産
費
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
出

鉱
量
は
伸
び
悩
み
、
鉱
石
の
品
位
も
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鉱

山
事
業
の
衰
退
な
い
し
縮
小
の
過
程
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。『
住
友
別
子
鉱
山
史
』

（
下
巻
）
に
よ
る
と（
４
）、

こ
の
時
期
に
鑿
岩
機
の
導
入
と
採
掘
方
法
の
改
善
が
す
す
ん
で

い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
末
期
の
経
営
」
が
杞
憂
に
終
わ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
選
鉱
過
程
を
含
む
生
産
組
織
の
変
化
に
つ
い
て
、
掘
り
下
げ
た
分
析
が
必
要
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

第
三
章
（
下
谷
政
弘
）
は
、
住
友
の
連
系
会
社
の
成
り
立
ち
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

住
友
合
資
会
社
・
住
友
本
社
に
よ
る
事
業
統
括
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

連
系
会
社
に
対
し
て
は
、
本
社
が
指
名
決
定
し
た
も
の
を
役
員
と
す
る
こ
と
、
重
要

事
項
に
つ
い
て
本
社
の
承
認
を
う
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
社
の
権
限
は

「
本
社
集
権
主
義
」
と
い
え
る
ほ
ど
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
時
期
に
入

る
と
、
本
社
お
よ
び
住
友
家
は
、
増
大
す
る
資
金
需
要
に
十
分
に
応
じ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
子
会
社
の
持
株
比
率
を
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
と
す
る
。
本
章
の
意
義

は
、
戦
時
下
に
お
い
て
連
系
会
社
に
よ
る
出
資
の
肩
代
わ
り
（
株
式
の
持
ち
合
い
）

が
す
す
ん
だ
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、
住
友
本
社
の
閉
鎖
的
な
所
有
が
維
持
さ
れ
た
こ

と
を
重
視
し
、
そ
れ
を
「
傘
下
の
連
系
会
社
に
よ
る
奮
闘
努
力
が
イ
エ
と
本
社
と
を

守
り
抜
い
た
」
と
評
価
す
る
点
に
あ
る
。

第
四
章
（
牧
知
宏
）
は
、
戦
時
期
に
お
け
る
住
友
販
売
店
の
動
向
を
分
析
し
、
傘

下
事
業
部
門
（
店
部
、
連
系
会
社
）
の
製
品
販
売
を
担
っ
た
販
売
店
が
、
本
社
直
轄

で
あ
っ
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
戦
時
統
制
下
に
お
い
て
、
販
売
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店
は
「
住
友
の
信
用
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
意
識
し
、
住
友
製
品
を
「
包
括
的
」
に

販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
多
角
化
し
た
住
友
全
体
の
一
体
性
を
維
持
す
る
の
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
」
と
す
る
。
本
章
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
販
売
店
を
住
友
財
閥
の
全
体
に
位
置
づ
け
た
、
と
い
う
点
で
貴
重
な
論
考
で
あ
る
。

た
だ
し
、
住
友
全
体
の
販
売
高
の
う
ち
販
売
店
を
経
由
す
る
も
の
は
五
割
前
後
で
あ
っ

た
こ
と
、
各
販
売
店
お
よ
び
各
事
業
所
（
販
売
部
門
）
を
統
轄
す
る
部
署
が
な
か
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
い
か
に
販
売
店
が
住
友
の
「
一
体
性
」
を
維
持
し
た
の
か

を
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
社
直
轄
部
門
と
し
て
、
相
対
的
に
独

立
し
た
地
位
に
あ
る
販
売
店
の
「
調
整
機
能
」
が（
５
）、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
面
で

働
い
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
住
友
の
「
一
体
性
」
が
明
瞭
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

第
五
章
（
海
原
亮
）
は
、
関
東
大
震
災
発
生
直
後
の
住
友
各
社
・
事
業
所
の
被
災

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
別
に
震
災
前
後
の
経
営
動
向
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。
各
社
の
「
実
際
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
復
興
特
需
は
一
九
二
三
年

の
う
ち
に
終
息
し
て
お
り
、
住
友
に
と
っ
て
「
大
震
災
の
影
響
は
き
わ
め
て
限
定
的

な
も
の
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
住
友
各
社
が
人
道
的
な
見
地
か
ら
「
犠
牲
的

行
動
」
を
み
せ
、
需
要
先
お
よ
び
世
間
一
般
の
信
用
と
評
価
を
高
め
た
こ
と
が
、
そ

の
後
の
住
友
の
全
国
進
出
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
従
来
の
理
解
も
支
持
し
て
い
る
。

住
友
の
事
業
精
神
と
販
路
拡
張
の
関
係
を
示
唆
す
る
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
が
、
震

災
の
影
響
が
「
き
わ
め
て
限
定
的
」
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
や
や
性
急
で

は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
東
京
販
売
店
に
お
け
る
肥
料
、
地
金
の
注
文
高
は
一
九
二

四
年
に
増
加
し
て
お
り
、「
特
需
」
で
は
な
い
に
し
て
も
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
新
販

路
を
獲
得
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
製
鋼
所
が
新
製
品
の
開
発
・
宣
伝
に
傾
倒

し
、
住
友
銀
行
が
中
小
銀
行
の
吸
収
合
併
に
よ
り
支
店
網
を
拡
大
し
た
よ
う
に
、
問

題
の
核
心
は
、
震
災
後
の
市
場
構
造
の
変
化
に
対
し
て
、
住
友
各
社
が
い
か
に
事
業

を
再
編
し
、
販
路
の
拡
張
を
図
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
六
章
（
佐
藤
秀
昭
）
は
、
住
友
銀
行
の
前
身
で
あ
る
並
合
業
の
実
態
を
貸
付
先

の
構
成
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
住
友
に
お
い
て
は
、
一
八
七
四
年
前
後
に
空
き

土
蔵
を
近
隣
の
問
屋
に
提
供
し
た
こ
と
か
ら
並
合
業
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
八

七
九
年
に
住
友
本
店
会
計
方
か
ら
分
離
さ
れ
る
形
で
本
店
並
合
方
が
設
置
さ
れ
、
並

合
業
を
担
当
す
る
部
署
は
、
商
務
課
並
合
方
、
商
務
課
貸
付
係
へ
と
変
遷
し
た
。
並

合
業
は
住
友
銀
行
設
立
ま
で
本
店
内
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
利
子
収

入
は
本
店
の
重
要
な
収
益
源
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
八
七
四
年
か
ら
一
八
八
六
年
ま

で
の
貸
付
先
は
、
①
穀
物
を
扱
う
問
屋
・
仲
買
・
小
売
が
多
く
、
②
有
価
証
券
売
買

や
薬
種
売
買
を
職
業
と
す
る
者
も
一
定
数
存
在
し
て
い
た
。
①
に
対
す
る
貸
付
は
、

担
保
と
な
る
穀
物
の
保
管
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
業
務
を
つ
う
じ
て
、

住
友
は
後
の
倉
庫
事
業
に
不
可
欠
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、

②
に
対
す
る
貸
付
に
注
目
し
、
住
友
が
動
産
担
保
金
融
を
行
う
こ
と
で
、
大
阪
の
米

穀
市
場
や
有
価
証
券
市
場
に
流
動
性
を
供
給
し
た
と
結
論
づ
け
る
。

第
七
章
（
安
国
良
一
）
は
、
明
治
期
の
住
友
銀
行
の
特
質
に
つ
い
て
、
業
界
内
で

の
位
置
づ
け
、
経
営
動
向
、
行
員
の
横
断
的
な
活
動
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
し
て
い

る
。
大
阪
に
お
け
る
組
合
銀
行
の
再
編
の
な
か
で
誕
生
し
た
住
友
銀
行
は
、
急
速
に

預
金
を
増
加
さ
せ
、
短
期
的
な
金
融
を
利
益
の
源
泉
と
す
る
商
業
銀
行
と
し
て
経
営

を
確
立
し
て
い
っ
た
と
す
る
。
住
友
本
店
に
対
し
て
は
、
各
事
業
部
の
現
金
出
納
、

公
債
証
書
の
保
管
な
ど
を
担
っ
た
が
、
事
業
資
金
の
提
供
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
、

短
期
の
担
保
融
資
を
行
っ
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
き
わ
め
て
限
定
的
な
役
割
で
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
う
し
た
商
業
銀
行
主
義
に
徹
し
て
い
た
住
友
銀
行
が
、

工
業
資
金
を
供
給
す
る
大
銀
行
モ
デ
ル
へ
と
脱
皮
す
る
準
備
と
し
て
、
株
式
会
社
化
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を
実
現
さ
せ
た
と
い
う
指
摘
は
、
新
た
な
仮
説
の
提
示
と
い
う
意
味
で
興
味
深
く
感

じ
た
。
あ
え
て
気
に
な
っ
た
点
を
述
べ
る
と
、
大
阪
の
銀
行
組
合
に
注
目
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
銀
行
（
行
員
）
間
の
横
断
的
な
つ
な
が
り
が
、
住
友
銀
行
の
経

営
（
著
者
の
い
う
住
友
銀
行
の
「
特
質
」）
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か

を
論
じ
て
欲
し
か
っ
た
。

な
お
、
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
歴
代
総
理
事
お
よ
び
事
業
の
変
遷
、
一
八
七
五

年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
の
純
損
益
、
一
八
九
九
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
の
職
員

数
の
推
移
は
、
住
友
の
経
営
動
向
を
俯
瞰
す
る
と
と
も
に
、
各
章
の
位
置
づ
け
を
理

解
す
る
手
助
け
と
な
る
。

本
書
に
収
録
さ
れ
た
論
考
は
、
い
ず
れ
も
資
料
に
も
と
づ
い
た
議
論
を
展
開
し
て

お
り
、
読
み
応
え
の
あ
る
重
厚
な
研
究
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
に
不
満

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
監
修
者
が
「
財
閥
モ
デ
ル
」
の
な
か
に
住
友
を
ど
う
位
置

づ
け
る
か
と
い
う
課
題
を
設
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
各
章
に
お
い
て
、
他
財
閥
と

の
相
違
と
そ
の
要
因
を
探
る
記
述
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
部
分
の

章
に
「
は
じ
め
に
」
と
「
お
わ
り
に
」
に
あ
た
る
節
が
な
く
、
研
究
史
上
の
意
義
が

不
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
問
題
意
識
の
異
な
る
研
究
者
た
ち
が
執

筆
す
る
な
か
で
、
三
井
や
三
菱
と
の
比
較
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
一
つ
の
「
住
友

像
」
に
集
約
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
住
友

の
事
業
史
や
財
閥
史
に
明
る
く
な
い
読
者
（
評
者
を
含
む
）
の
た
め
に
、
各
章
の
冒

頭
で
先
行
研
究
の
到
達
点
を
明
確
に
し
、
議
論
の
道
筋
を
つ
け
て
欲
し
か
っ
た
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
、
読
後
感
を
述
べ
て
き
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

本
書
が
近
代
住
友
研
究
の
水
準
を
大
き
く
引
き
上
げ
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
さ
ら

に
多
く
の
読
者
を
得
て
、
財
閥
史
研
究
が
ふ
た
た
び
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

す
る
。
最
後
に
、
資
料
収
集
・
資
料
整
理
を
は
じ
め
と
す
る
日
々
の
業
務
の
な
か
で
、

毎
年
継
続
し
て
資
料
集
と
機
関
誌
を
刊
行
し
、
か
つ
本
書
の
よ
う
な
最
新
の
研
究
成

果
を
ま
と
め
あ
げ
た
住
友
史
料
館
に
惜
し
み
な
い
敬
意
を
表
し
た
い
。

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
、
四
〇
〇
〇
円
＋
税
）

注
（
1
）		

山
本
一
雄
『
住
友
本
社
経
営
史　

上
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
。

（
2
）		

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
武
田
晴
人
「
財
閥
の
組
織
構
造
」
佐
々
木
聡
・
中
林
真
幸
編

著
『
講
座
・
日
本
経
営
史
３　

組
織
と
戦
略
の
時
代
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇

年
を
参
照
。

（
3
）		

池
田
成
彬
述
・
柳
澤
健
著
『
財
界
回
顧
』
一
九
四
九
年
、
一
八
六
～
一
八
七
ペ
ー
ジ
。

（
4
）		

住
友
金
属
鉱
山
株
式
会
社
・
住
友
別
子
鉱
山
史
編
集
委
員
会
編
『
住
友
別
子
鉱
山
史
』

下
巻
、
一
九
九
一
年
、
第
五
部
、
第
一
章
。

（
5
）		

麻
島
昭
一
『
戦
間
期
住
友
財
閥
経
営
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
、
三
八

四
ペ
ー
ジ
。


